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平
成
二
十
四
年
十
二
月
定
例
会

決
算
特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

十
二
番

寺
沢

さ
ゆ
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

去
る
九
月
市
議
会
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま

し
た
、
諸
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
、
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

審
査
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
決
算
特
別
委
員
会
決
定
報
告
書

の
と
お
り
決
定
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
回
は
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
新
た
に
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
関
す
る
議

案
三
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
付
託
さ
れ
た
決
算
認
定
案
件
は
、
一
般
会
計
、
十
一
の
特
別
会

計
、
六
つ
の
財
産
区
特
別
会
計
及
び
五
つ
の
企
業
会
計
の
合
わ
せ
て
二
十
三
会
計
で
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 

一
般
会
計
の
決
算
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
入
は
一
千
五
百
二
十
四
億
九
千
七
百
万
円
で
予
算
額
に

対
す
る
割
合
は
九
十
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
は
一
千
四
百
七
十
四
億
九
千
四
百
万
円
で
予
算
額
に

対
す
る
割
合
は
九
十
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
歳
入
歳
出
差
引
残
額
は
、
五
十
億
二
百
万
円
で
あ
り
ま

し
た
。
前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で
は
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
で
は
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
年
十
月
に
、
委
員
会
を
八
日
間
開
催
し
、
延
べ
三
十
八
時
間
、
市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
決
算
資

料
に
基
づ
き
、
実
施
事
業
、
決
算
額
等
に
つ
い
て
、
所
管
す
る
各
部
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
慎
重
に
審

査
し
た
と
こ
ろ
、
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
適
正
で
あ
る
も
の
と
認
め
た
次
第
で
あ
り
ま

す
。本

市
の
平
成
二
十
三
年
度
の
各
主
要
指
標
を
前
年
度
と
比
較
い
た
し
ま
す
と
、
起
債
制
限
比
率
は
十

一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
○
・
九
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
が
、
財
政
力
指
数
は
〇
・
六
九
〇
で
○
・
○

一
一
ポ
イ
ン
ト
低
下
、
経
常
収
支
比
率
は
八
十
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
二
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
実
質
公
債
費
比
率
は
十
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
〇
・
九
ポ
イ
ン

ト
、
将
来
負
担
比
率
は
二
十
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
十
一
・
四
ポ
イ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
改
善
し
、
国
の
示

し
た
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再
生
基
準
を
下
回
る
健
全
な
比
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

雇
用
情
勢
や
個
人
消
費
の
低
迷
が
長
期
化
す
る
中
、
依
然
と
し
て
、
国
、
地
方
と
も
に
厳
し
い
財
政

状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
委
員
会
に
お
け
る
指
摘
事
項
等
の
概
略
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

初
め
に
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
に
共
通
し
て
、
不
納
欠
損
額
及
び
収
入
未
済
額
の
削
減
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

予
算
に
対
す
る
収
納
率
は
、
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。
市
税
に

つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
に
発
足
し
た
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
へ
、
大
口
滞
納
案
件
を

中
心
に
百
五
十
五
件
を
移
管
し
、
徴
収
に
当
た
る
等
、
収
納
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
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つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
不
納
欠
損
額
及
び
収
入
未
済
額
は
、
平
成
二
十
三
年
度
も
多
額
の
金
額
が
計
上
さ
れ
る
な

ど
、
長
引
く
不
況
や
雇
用
情
勢
の
低
迷
等
に
よ
り
、
今
後
も
市
税
を
初
め
各
種
使
用
料
な
ど
の
不
納
欠

損
額
及
び
収
入
未
済
額
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
負
担
の
公
正
・
公
平
性
及
び
市
政
運
営
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
滞
納
事

案
に
対
し
、
誠
意
を
欠
く
悪
質
な
滞
納
者
に
は
き
然
と
し
た
対
応
を
と
る
と
と
も
に
、
財
産
等
の
調
査

に
よ
り
的
確
な
分
析
を
し
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
徴
収
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
適
切
に
対
応
す
る
よ
う

要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
一
般
会
計
全
般
に
つ
き
ま
し
て
、
二
点
申
し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
の
繰
越
明
許
費
は
、
二
十
二
年
度
と
比
較
し
て
金
額
で
約
四
億
円
、
率
に
し
て
約

六
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
地
元
関
係
者
と
の
調
整
、
用
地
買
収
に

不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ
と
に
加
え
、
国
の
数
回
に
わ
た
る
補
正
予
算
や
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
建
築

資
材
不
足
に
よ
る
影
響
等
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効
に
活
用
し
、

投
資
効
果
を
早
期
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
事
業
は
年
度
内
に
完
了
さ
せ
、
繰
越
明
許
費
を
で
き
る
限

り
少
な
く
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
元
関
係
者
と
の
交
渉
を
早
め
に
進
め
な
が
ら
、
速
や
か
な
工
事
発
注
に
向
け
、
事
前
の

測
量
や
設
計
を
ス
ト
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
繰
越
明
許
費
の
縮
減
に
努

力
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

二
点
目
は
、
指
定
管
理
者
適
用
施
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
調
書
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
調
書
の
総
合
評
価
に
お
い
て
、
期
待
値
を
や
や

下
回
る
値
Ｄ
と
評
価
さ
れ
た
施
設
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。
現
在
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
は
、
施
設
の

設
置
目
的
や
規
模
、
運
営
形
態
な
ど
の
区
分
を
設
け
ず
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
基
準
表
に
基
づ
き
画
一

的
な
評
価
基
準
に
よ
る
評
価
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
利
用
者
数
が
少
な
く
立
地
的
に
不
利
な

中
山
間
地
域
の
施
設
で
Ｄ
評
価
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
画
一
的
な
評
価
基
準
で
は
な
く
、
地
域
に
お
け
る
貢
献

度
を
評
価
基
準
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
、
地
域
の
特
性
に
見
合
っ
た
評
価
方
法
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
一
般
会
計
決
算
の
う
ち
、
歳
出
、
第
二
款
総
務
費
、
第
一
項
総
務
管
理
費
、
第
一
目
一
般
管
理

費
に
関
連
し
て
、
国
際
交
流
推
進
事
業
に
つ
い
て
二
点
申
し
上
げ
ま
す
。

一
点
目
は
、
庁
内
窓
口
の
一
本
化
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
本
市
の
国
際
交
流
事
業
の
一
般
的
な
交
流
は
国
際
室
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
は
体
育
課
、
一

校
一
国
運
動
は
学
校
教
育
課
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
門
ご
と
に
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
市
民
の
国
際
交
流
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
市
民
が
中
心
と
な
っ
た
様
々
な
交
流
も
拡
大
し
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
国
際
室
が
中
心
と
な
っ
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て
国
際
交
流
の
窓
口
と
な
り
、
統
括
し
て
事
業
を
推
進
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

二
点
目
は
、
二
〇
一
八
年
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
で
あ
る
韓
国
ピ
ョ
ン
チ
ャ
ン
郡
と
の
交
流

事
業
で
あ
り
ま
す
。

同
じ
ア
ジ
ア
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
と
し
て
、
本
市
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
活
用
も
含

め
、
様
々
な
視
点
で
の
交
流
を
図
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
第
四
款
衛
生
環
境
費
、
第
一
項
保
健
衛
生
費
、
第
六
目
狂
犬
病
予
防
費
に
関
連
し
て
、
犬
等

処
分
業
務
委
託
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

保
健
所
に
保
護
さ
れ
た
犬
猫
の
処
分
頭
数
に
つ
い
て
、
こ
こ
数
年
、
年
に
数
百
頭
殺
処
分
を
し
、
一

頭
当
た
り
約
八
千
円
の
委
託
料
を
支
出
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
殺
処
分
の
委
託
料
と
、
保
健
所

で
譲
渡
会
等
を
開
催
し
飼
い
主
が
見
つ
か
る
ま
で
飼
い
続
け
た
場
合
の
費
用
を
比
較
し
た
結
果
、
飼
い

続
け
る
こ
と
が
委
託
料
の
縮
減
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
殺
処
分
頭
数
は
年
八
十
四
頭
ま
で

減
少
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

処
分
率
の
低
さ
は
、
犬
猫
の
救
命
に
つ
な
が
り
、
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
も
全
国
的
に
見
て
最
高
レ

ベ
ル
に
あ
り
、
高
く
評
価
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
引
き
続
き
同
様
の
方
法
に
よ
り
事
業

を
推
進
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
第
五
款
労
働
費
、
第
一
項
労
働
諸
費
、
第
一
目
労
働
諸
費
に
関
連
し
て
、
緊
急
雇
用
創
出
事

業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
、
企
業
の
雇
用
調
整
に
よ
り
、
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
労
働
者
な
ど
の
失
業
者
に
対
し
、
雇
用
の
機
会
を
提
供
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
三
年
度
は
七
十
事
業
で
四
百
四
十
四
人
を
市
の
臨
時
職
員
等
と
し
て
雇

用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
業
も
平
成
二
十
四
年
度
を
も
っ
て
ほ
ぼ
終
了
す
る
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
下
で
は
、
雇
用
不
安
を
抱
え
て
い
る
市
民
が
数
多
く

お
り
、
今
後
も
景
気
の
回
復
は
あ
ま
り
見
込
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
正
規
雇
用
や
継
続
し
た
雇
用
に
結
び
つ
く
よ
う
、
市
は
積
極
的
に
就
職
支
援
・
相
談
を
進

め
て
い
く
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
第
十
款
教
育
費
、
第
二
項
小
学
校
費
、
第
二
目
学
校
施
設
整
備
費
及
び
第
三
項
中
学
校
費
、

第
二
目
学
校
施
設
整
備
費
に
関
連
し
て
、
小
・
中
学
校
の
保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
工
事
に
合
わ
せ
順
次
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
二
十
三
年
度
末
現
在
、
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
保
健
室
は
、
小
・
中
学
校
八
十
一
校
中
、
十

校
、
十
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
低
い
設
置
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
地
球
温
暖
化
に
よ
り
猛
暑
日
が
続
き
、
学
校
に
お
い
て
も
熱
中
症
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
子
供
達
の
体
調
管
理
に
配
慮
し
、
ま
た
学
校
の
保
健
室
が
適
切
な
施
設
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
等
か
ら
、
早
急
に
全
て
の
小
・
中
学
校
の
保
健
室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
よ
う
要
望
い
た
し

ま
し
た
。
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次
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
う
ち
、
直
診
勘
定
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
本
市
が
運
営
す
る
九
か
所
の
国
保
直
営
診
療
所
の
平
成
二
十
三
年
度
決
算
に
お
け

る
単
年
度
収
支
は
、
全
診
療
所
で
赤
字
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
も
八
千
七
百
万
円

余
り
と
な
り
、
運
営
面
で
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
診
療
所
も
、
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ
り
、
住
民
に
と
っ
て
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら
診
療
所
の
閉
鎖
も
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
診
療
所
が
存
続
で
き
る
よ
う
、
地
元
の
住
民
自
治
協
議
会
や
住
民
に
働
き
掛
け
、

送
迎
に
福
祉
自
動
車
を
活
用
す
る
な
ど
、
よ
り
受
診
し
や
す
い
診
療
所
に
向
け
創
意
工
夫
を
行
う
よ
う

要
望
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
赤
字
を
理
由
に
診
療
所
の
閉
鎖
を
行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

最
後
に
、
下
水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
決
算
で
は
、
受
付
・
審
査
時
の
確
認
不
足
や
、
書
類
の
引
継
ぎ
漏
れ
、
担
当
者
に

よ
る
入
力
漏
れ
な
ど
、
職
員
の
不
注
意
や
管
理
体
制
の
不
備
等
の
原
因
に
よ
り
下
水
道
使
用
料
一
億
七

千
五
百
万
円
余
の
賦
課
漏
れ
が
発
覚
し
、
既
に
九
千
六
百
万
円
余
が
時
効
を
迎
え
て
お
り
、
下
水
道
事

業
に
対
し
多
大
な
損
害
を
与
え
ま
し
た
。
時
効
分
な
ど
を
除
い
た
七
千
五
百
万
円
余
り
を
特
別
利
益
と

し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
決
算
書
の
中
で
は
、
賦
課
漏
れ
に
よ
り
発
生
し
た
特
別
利
益
に
関
す
る

表
記
が
不
十
分
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
他
市
の
事
例
等
も
参
考
に
し
、
特
別
利
益
の
状
況
が
確
認
で
き
る
表
記
方
法
に
つ
い
て
検

討
す
る
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
今
回
の
教
訓
を
生
か
し
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る

な
ど
再
発
防
止
策
の
徹
底
を
図
り
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
主
な
る
事
項
に
つ
い
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
し
た
。

委
員
会
に
お
け
る
意
見
及
び
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
部
局
が
真
摯
に
受
け
止
め
、
来
年
度
の
予

算
編
成
及
び
予
算
執
行
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
切
に
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
で
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。


